
お
す
す
め
の
本
を
図
書

館
司
書
が
読
み
、
紹

介
す
る
「
と
し
ょ
か

ん
く
ら
ぶ
」。
毎
月
第
４
土
曜
日
に

１
、２
年
生
と
３
～
６
年
生
の
２
部

に
分
か
れ
て
開
催
し
、
20
年
以
上
続

く
三
芳
町
自
慢
の
独
自
事
業
で
す
。

　

毎
月
約
60
人
の
小
学
生
が
参
加

し
、
６
年
間
ず
っ
と
通
い
続
け
る
子

も
い
た
り
、
小
学
生
た
ち
の
な
か
に

は
、
富
士
見
市
か
ら
来
る
子
も
い
ま

す
。
新
し
い
本
、
友
だ
ち
と
出
会
え

る
こ
と
も
、
こ
の
事
業
の
魅
力
の
一

つ
で
す
。

　
一
人
ず
つ
用
意
さ
れ
た
会
員
証
に

出
席
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
参
加
意
欲
を

高
め
た
り
、〝
じ
ゃ
ん
け
ん
”
で
借

り
た
い
本
を
競
っ
た
り
、
楽
し
み
な

が
ら
本
や
事
業
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
本
を
知
り
、
本
を
愛
し
、
子
ど
も

と
本
気
で
向
き
合
う
大
人
の
存
在

と
、
本
と
読
み
聞
か
せ
の
力
。
参
加

者
の
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
感
動
し
た

心
と
心
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る

本
の
魅
力
。

「
お
も
し
ろ
い
本
を
読
ん
で
、
紹
介

し
て
く
れ
る
か
ら
楽
し
い
」「
本
が

も
っ
と
好
き
に
な
っ
た
」
―
―
。

　
最
初
は
何
も
入
っ
て
い
な
か
っ
た

手
提
げ
袋
が
大
き
く
膨
ら
ん
で
い
ま

し
た
。
■　
　

まちぐるみで、子どもを本好きに。
朝読書・としょかんくらぶ・ブックトーク訪問・ブックリスト学校と図書館、ボランティアが連携

「三芳町の子どもたちに読書の喜びを」を基本理念に掲げ
図書館と学校が連携を図り、本の感動を届ける取り組みを行っています。

としょかんくらぶに参加した
日にシールを貼る会員証を全
員に配布。シールの数に応じ
て表彰をします。

ブックトークで紹介した本が
書かれた用紙をしおりに貼り
付け、としょかんくらぶだけ
の冊子を手作りで作ります。

三芳町の子どもへの読書推進事業は各方面から評価されています。図書館と
学校との連携で次のような事業を行い、多方面との連携を図り、子どもの読
書環境を知るきっかけをたくさん作っています。
「図書館司書の学校ブックトーク訪問 (H4)」「小中学校全校学校司書設置
(H10)」「学校図書館教育推進委員会 (H10)」「学校司書連絡会 (H10)」「学校
司書研修会 (H27)」「学校図書館システム化、町立図書館システムと連携開始
（H20)」「ブックリスト冊子発行（H26)」など

地域の子どもたちに読書の喜びを。ボラ
ンティアが定期的に、朝の読み聞かせ（朝
読書）を各小学校で実施。まちぐるみで
本好きな子どもを育んでいます。

小学校名 ボランティア名
三芳小 よむよむポケット
藤久保小 空風流（カラフル）
上富小 読み聞かせボランティア
唐沢小 学校応援団・読み聞かせ「ミッケ」
竹間沢小 学習支援ボランティア「モモ」

➊ 10 月 22 日に開催した「としょかんくらぶ」
３～６年生の部に集まった子どもたち。この日の
紹介本と会員証を手にして、とっても嬉しそうな
表情を見せてくれました。➋貸出する本を今か今
かと見つめる。➌休憩時間もみんな本を読んでい
ました。小さなころから本に触れ合うことができ
る三芳町の取り組みが成果として出てきているこ
とを実感できます。

➊➋９月 28日に上富小学校
で行われたブックトーク授業
訪問。図書館と学校が連携し、
まちぐるみで子どもを本好き
にする取り組みを行っていま
す。➌終了後にさっそく本を
借りる児童たち。早く手にし
たくてウズウズしています。

➊図書館にもブックリスト「どのほんがすき？」で紹
介している本を設置し、大人も読書の喜びを共有でき
るようにしています。➋ブックリストの表紙。とって
おきの 79 冊を収録。かわいらしい表紙で子どもたち
の興味をひきます。➌リストの一部。思わずその本を
読みたくなる紹介文が載っています。

（写真上）人気のある本は奪いあい
に。じゃんけんで借りることがで
きる人を決定。（写真下）ブックトー
ク（おすすめ本の紹介）の様子。
続きが読みたくなるように、あら
すじを紹介すると「借りたい！」
と手が上がります。

図
書
館
に
来
な
い
子
ど

も
た
ち
に
も
読
書
の

楽
し
さ
を
伝
え
た
い
、

子
供
の
読
書
を
応
援
す
る
大
人
を
増

や
す
た
め
、
学
校
や
町
機
関
と
連
携

し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
町

内
小
学
校
全
５
校
に
司
書
が
出
向
く

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
授
業
訪
問
。
平
成
４

年
の
開
始
以
降
、
学
校
と
図
書
館
の

距
離
が
グ
ッ
と
縮
ま
り
、
子
ど
も
の

来
館
者
も
増
え
ま
し
た
。

　
平
成
11
年
に
は
町
内
全
小
中
学
校

に
司
書
を
配
置
し
、「
学
校
図
書
館

教
育
推
進
委
員
会
」
を
設
立
。
学
校

と
学
校
司
書
、
図
書
館
司
書
が
情
報

交
換
で
き
る
体
制
と
な
り
ま
し
た
。

お
す
す
め
本
を
一
冊
に

「
ど
の
ほ
ん
が
す
き
？
」

　
同
委
員
会
で
、
子
ど
も
た
ち
の
好

み
や
読
書
の
傾
向
も
踏
ま
え
議
論
を

重
ね
完
成
し
た
ブ
ッ
ク
リ
ス
ト
冊
子

『
ど
の
ほ
ん
が
す
き
？
』。「
本
を
読

み
た
い
け
ど
、
ど
ん
な
本
が
い
い
の

か
」
と
い
う
悩
み
に
応
え
る
た
め
に

作
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
冊
子
は
新
入

学
の
１
年
生
に
配
布
し
、
学
年
別
に

全
79
冊
を
紹
介
。大
人
も
活
用
し
て
、

生
涯
を
通
じ
て
本
の
感
動
を
子
ど
も

た
ち
と
共
有
で
き
る
き
っ
か
け
と
な

る
三
芳
町
だ
け
の
事
業
で
す
。
■

先進的事例として評価されている読書の取り組み

地域ボランティアが
朝の読み聞かせ
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５年前に行われた唐沢小学校での朝の読み聞かせ。


